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目的：ミャンマー全土の舗装劣化速度評価

点検データの獲得困難性
・管理者の人的/財政的リソースの制約
・開発途上国における地域格差や民族問題
▶網羅的に点検データを獲得することが困難

属性情報の活用可能性
・維持管理や劣化予測目的外での情報整備
・衛星情報や航空測量を用いた情報入手
▶点検データ未獲得地域において使用可能

空間マッピングを用いた劣化速度評価

点検データ未獲得地域における属性情報を用いた劣化速度評価

劣化速度評価における問題と展望
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空間マッピングを用いた劣化速度評価

混合マルコフ劣化
ハザードモデルの推計

OK

NG

対象地域＆道路網

【ステップ1】
領域分割

属性情報

属性情報分布

降水量
交通量
標高…

【ステップ2】

部分劣化速度分布

部分属性情報分布

統計的マッピングモデルの
パラメータ推計

【ステップ3】 【ステップ1】へ
【ステップ4】

空間マッピングの作成

路面調査データ

異質性パラメータ値
対象地域
全体へ
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ステップ1：領域分割

（a）降水量等の74観測点 （b）観測点を中心とする
ボロノイ分割（74領域）

（c）降水量に関する
属性情報分布

ボロノイ分割により領域分割を行い属性情報分布を作成

属性情報の観測点に対して分割
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ステップ2：推計結果
混合マルコフ劣化ハザードモデルのベイズ推計
ベンチマークの期待寿命は６年

(a) 13路線の期待値劣化パス (b) 劣化速度マップ
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ステップ4：空間マッピングの作成

交通量 50（台/日）
CBR値（10.0%～）

Z地域

交通量 50（台/日）
CBR値（2.0%～5.9%）

交通量 200（台/日）
CBR値（10.0%～）

交通量 150（台/日）
CBR値（10.0%～）

交通量 100（台/日）
CBR値（10.0%～）

交通量 200（台/日）
CBR値（2.0%～5.9%）

交通量 100（台/日）
CBR値（2.0%～5.9%）

交通量 150（台/日）
CBR値（2.0%～5.9%）

期待寿命 （年）

4年0年 12年6年
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